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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和７年２月１２日（水）  

 

２ 確認箇所 

   瓦礫類一時保管エリアＤ及び仮設集積場所  （図１） 

 

３ 確認項目 

（１）瓦礫類一時保管エリアＤにおける廃棄物の保管状況 

（２）瓦礫類一時保管エリアＤに隣接する仮設集積場所における廃棄物管理

及び運用状況 

 

４ 確認結果の概要 

（１）瓦礫類一時保管エリアＤにおける廃棄物の保管状況 

耐候性のあるシート（以下、「本設シート」という。）による養生の

対象となっている瓦礫類一時保管エリアＤにおける廃棄物の保管管理状

況について確認を行った。（前回確認：平成２９年１１月１日） 

・ エリア内は単管ガードパイプと隣接するジャバラハウスの周囲を囲

う金属フェンスによって区画されていた。（写真１） 

・ エリア内は、本設シートにより養生された状態で管理されており、

瓦礫類など廃棄物の飛散・流出は見られなかった。（写真２） 

 

（２）瓦礫類一時保管エリアＤに隣接する仮設集積場所における廃棄物管理

及び運用状況 

東京電力では、瓦礫類一時保管エリアの整理作業にあたり、一時的に

廃棄物を受入れするための仮設集積場所を設定・運用しているが、令和

３年に発生した瓦礫類一時保管エリアに保管されていた収納容器からの

放射性物質の漏えいなどのトラブル対策（外観目視点検、内容物確認

等）を優先的に取り組んだため整理作業が停滞し、仮設集積場所への廃

棄物受入量の増加及び長期化した経緯がある。このことから、その状況

を改善し廃棄物管理の適正化を図るため、瓦礫類一時保管エリアの増設

等により多くの仮設集積場所の解消を図った。当該仮設集積場所は、廃

棄物仕分けのために現在も使用を継続していることから、その運用状況

を確認した。（前回確認：令和４年６月２１日(仮設集積場所⑮)） 

・ 目視で確認した範囲においては、積まれた１ｍ3コンテナのずれや破

損、内容物の流出等の異常はみられなかった。（写真３） 

   ・ 廃棄物の仕分け作業及びコンテナへの詰め替え、運搬作業は、手順

書に従って行われており、適正な管理運用がされていた。（写真４） 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec_file/16025c/genti/20171101syashin1.pdf
https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/521887.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

（写真１－１） 

 瓦礫類一時保管エリアＤの外観 

 

 

（写真１－２） 

 瓦礫類一時保管エリアＤの入口付近

の標示状況 
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（写真２） 

 瓦礫類一時保管エリアＤ北側の１㎥

コンテナの保管状況 

 

 

 

（写真３－１） 

 隣接する可燃・難燃物受付エリアに

おける１㎥コンテナの保管状況① 

 

 

 

（写真３－２） 

 隣接する可燃・難燃物受付エリアに

おける１㎥コンテナの保管状況② 

 

 

 

（写真４） 

 同エリア内における１㎥コンテナの

運搬作業の状況 

 

５ プラント関連パラメータ等確認 

  本日確認したデータについて、異常な値は確認されなかった。 

 

 

４段積み 

ジャバラハウス 

仕分けされた可燃・難燃物 

コンテナと消火器の配備状況 

ジャバラハウス 


